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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する放送データ送信装置であって
、
　前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報を作成する番組配列情報作成
手段を備え、
　前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次
元制御情報を含み、
　前記番組配列情報作成手段は、前記３次元画像データの再生時間帯を示す情報を前記３
次元制御情報に格納することを特徴とする放送データ送信装置。
【請求項２】
　画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する放送データ送信装置であって
、
　前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報を作成する番組配列情報作成
手段を備え、
　前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次
元制御情報を含み、
　前記番組配列情報作成手段は、前記３次元画像データを２次元表示するときに選択され
る視点画像を示す２次元表示画像情報を前記３次元制御情報に格納することを特徴とする
放送データ送信装置。
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【請求項３】
　画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する放送データ送信方法であって
、
　前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報を作成する番組配列情報作成
ステップを持ち、
　前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次
元制御情報を含み、
　前記番組配列情報作成ステップは、前記３次元画像データの再生時間帯を示す情報を前
記３次元制御情報に格納することを特徴とする放送データ送信方法。
【請求項４】
　画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する放送データ送信方法であって
、
　前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報を作成する番組配列情報作成
ステップを持ち、
　前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次
元制御情報を含み、
　前記番組配列情報作成ステップは、前記３次元画像データを２次元表示するときに選択
される視点画像を示す２次元表示画像情報を前記３次元制御情報に格納することを特徴と
する放送データ送信方法。
【請求項５】
　放送データを受信する放送データ受信装置であって、
　前記放送データに含まれるコンテンツに対する制御情報を解析する番組配列情報解析手
段と、
　入力された画像データを２次元表示するか、もしくは３次元表示するかを外部の入力に
より切り替えて表示することのできる表示手段と、
　前記表示手段を制御する表示制御手段と
　を備え、
　前記番組配列情報は、放送データに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次元
制御情報を含み、
　更に前記３次元制御情報は、コンテンツ中に３次元画像データが存在する時間帯を示す
３次元表示時間情報を含み、
　前記番組配列情報解析手段は、前記番組配列情報を解析することにより前記３次元制御
情報を表示制御手段に送り、
　前記表示制御手段は、
　内部にタイマーを備え、
　入力された前記３次元制御情報に従って前記表示手段を２次元表示するか、もしくは３
次元表示するかを切り替え、
　前記３次元表示時間情報と前記タイマーの時刻から受信した放送データに含まれる画像
データが２次元画像データであるか、もしくは３次元画像データであるかを判定し、２次
元画像データであれば２次元表示を、３次元画像データであれば３次元表示を行うように
前記表示手段を制御する表示制御手段である放送データ受信装置。
【請求項６】
　放送データを受信する放送データ受信装置であって、
　前記放送データに含まれるコンテンツに対する制御情報を解析する番組配列情報解析手
段と、
　入力された画像データを２次元表示する表示手段と、
　前記表示手段を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記番組配列情報は、放送データに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次元
制御情報を含み、
　前記３次元制御情報は、受信した放送データに含まれる受信画像データが２次元画像デ
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ータであることを示す識別子と、３次元画像データであることを示す識別子をそれぞれ定
義する識別子情報を含み、
　前記番組配列情報解析手段は、前記番組配列情報を解析することにより前記３次元制御
情報を表示制御手段に送り、
　前記表示制御手段は、
　入力された前記３次元制御情報に従って前記表示手段を制御し、
　前記識別子情報と前記受信画像データの識別子から、前記受信画像データが２次元画像
データであるか、もしくは３次元画像データであるかを判定し、
　２次元画像データである場合は表示を行うように前記表示手段を制御し、
　３次元画像データである場合は表示できない、または正しく表示できない旨を観察者に
通知する表示制御手段である放送データ受信装置。
【請求項７】
　放送データを受信する放送データ受信装置であって、
　前記放送データに含まれるコンテンツに対する制御情報を解析する番組配列情報解析手
段と、
　入力された画像データを２次元表示する表示手段と、
　前記表示手段を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記番組配列情報は、放送データに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次元
制御情報を含み、
　更に前記３次元制御情報は、コンテンツ中に３次元画像データが存在する時間帯を示す
３次元表示時間情報を含み、
　前記番組配列情報解析手段は、前記番組配列情報を解析することにより前記３次元制御
情報を表示制御手段に送り、
　前記表示制御手段は、
　内部にタイマーを備え、
　入力された前記３次元制御情報に従って前記表示手段を制御し、
　前記３次元表示時間情報と前記タイマーの時刻から、受信した放送データに含まれる受
信画像データが２次元画像データであるか、もしくは３次元画像データであるかを判定し
、２次元画像データである場合は表示を行うように前記表示手段を制御し、
　３次元画像データである場合は表示できない、または正しく表示できない旨を観察者に
通知する表示制御手段である放送データ受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はデジタル放送技術に関し、特に立体視を行うことのできる３次元画像データを含
む放送データを送信する放送データ送信装置、および３次元画像データを含む放送データ
を受信するための放送データ受信装置等に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、３次元画像を表示する様々な方法が提案されている。その中でも一般的に用いられ
ているのは両眼視差を利用する２眼式と呼ばれるものである。すなわち、両眼視差を持っ
た左眼画像と右眼画像を用意し、それぞれ独立に左右の眼に投影することにより立体視を
行う。２眼式の代表的な方式としてフィールドシーケンシャル方式やパララクスバリア方
式が提案されている。
【０００３】
図２５は、フィールドシーケンシャル方式を説明するための概念図である。このフィール
ドシーケンシャル方式は、図２５のように、左眼画像と右眼画像が垂直方向１画素おきに
交互にならんだ形に配置され、左眼画像の表示と右眼画像の表示が交互に切り替えて表示
されるものである。左眼画像および右眼画像は通常の２次元表示時に比べて垂直解像度が
１／２になっている。観察者はディスプレイの切り替え周期に同期して開閉するシャッタ
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式のメガネを着用する。ここで使用するシャッタは、左眼画像が表示されている時は左眼
側が開いて右眼側が閉じ、右眼画像が表示されている時は左眼側が閉じて右眼側が開く。
こうすることで、左眼画像は左眼だけで、右眼画像は右眼だけで観察されることになり、
立体視を行うことができる。
【０００４】
図２６は、パララクスバリア方式を説明するための概念図である。図２６（Ａ）は、視差
が生じる原理を示す図である。一方、図２６（Ｂ）は、パララクスバリア方式で表示され
る画面を示す図である。
【０００５】
図２６（Ａ）では、図２６（Ｂ）に示すような左眼画像と右眼画像が水平方向１画素おき
に交互にならんだ形に配置された画像を、画像表示パネル２６０１に表示し、同一視点の
画素の間隔よりも狭い間隔でスリットを持つパララクスバリア２６０２を画像表示パネル
２６０１の前面に置くことにより、左眼画像は左眼２６０３だけで、右眼画像は右眼２６
０４だけで観察することになり、立体視を行うことができる。
【０００６】
表示の方式に適した画像の形式が異なるため、それぞれの表示形式に合わせて３次元画像
を作成する必要があり、３次元画像に汎用性がないという問題があった。
【０００７】
このような問題を解決するために、特開２００３－１１１１０１号公報（２００３年４月
１１日公開）では、画像の構成や視点数など立体画像を表示するための一連の処理におい
て参照すべき情報を、３次元画像データに付加することで、立体画像に汎用性を持たせる
ことのできる立体画像処理方法、装置、およびシステムが開示されている。
【０００８】
【特許文献１】
特開２００３－１１１１０１号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開２００３－１１１１０１号公報では、前記情報は画像データのヘッダ
領域に配置されるため、通信回線を利用したデータ配信やファイルへの記録を目的として
おり、画像データを放送する場合が考慮されておらず、そのままでは画像データの放送に
適用できないという問題がある。
【００１０】
本発明は、以上のような問題点を解決するためになされたものであって、その目的は、汎
用性を具備した３次元画像を含む放送データの送受信をすることのできる放送データ送信
装置、放送データ送信方法および放送データ受信装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する
放送データ送信装置であって、前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報
を作成する番組配列情報作成手段を備え、前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる
３次元画像データの表示を制御する３次元制御情報を含み、前記番組配列情報作成手段は
、前記３次元画像データの再生時間帯を示す情報を前記３次元制御情報に格納することを
特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する放送データ
送信装置であって、前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報を作成する
番組配列情報作成手段を備え、前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる３次元画像
データの表示を制御する３次元制御情報を含み、前記番組配列情報作成手段は、前記３次
元画像データを２次元表示するときに選択される視点画像を示す２次元表示画像情報を前
記３次元制御情報に格納することを特徴とする。
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【００１４】
　また、本発明は、画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する放送データ
送信方法であって、前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報を作成する
番組配列情報作成ステップを持ち、前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる３次元
画像データの表示を制御する３次元制御情報を含み、前記番組配列情報作成ステップは、
前記３次元画像データの再生時間帯を示す情報を前記３次元制御情報に格納することを特
徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、画像データを含むコンテンツを放送データとして送信する放送データ
送信方法であって、前記コンテンツを再生するために使用される番組配列情報を作成する
番組配列情報作成ステップを持ち、前記番組配列情報は前記コンテンツに含まれる３次元
画像データの表示を制御する３次元制御情報を含み、前記番組配列情報作成ステップは、
前記３次元画像データを２次元表示するときに選択される視点画像を示す２次元表示画像
情報を前記３次元制御情報に格納することを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、放送データを受信する放送データ受信装置であって、前記放送データ
に含まれるコンテンツに対する制御情報を解析する番組配列情報解析手段と、入力された
画像データを２次元表示するか、もしくは３次元表示するかを外部の入力により切り替え
て表示することのできる表示手段と、前記表示手段を制御する表示制御手段とを備え、前
記番組配列情報は、放送データに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次元制御
情報を含み、更に前記３次元制御情報は、コンテンツ中に３次元画像データが存在する時
間帯を示す３次元表示時間情報を含み、前記番組配列情報解析手段は、前記番組配列情報
を解析することにより前記３次元制御情報を表示制御手段に送り、前記表示制御手段は、
内部にタイマーを備え、入力された前記３次元制御情報に従って前記表示手段を２次元表
示するか、もしくは３次元表示するかを切り替え、前記３次元表示時間情報と前記タイマ
ーの時刻から受信した放送データに含まれる画像データが２次元画像データであるか、も
しくは３次元画像データであるかを判定し、２次元画像データであれば２次元表示を、３
次元画像データであれば３次元表示を行うように前記表示手段を制御することを特徴とす
る。
【００１８】
　また、本発明は、放送データを受信する放送データ受信装置であって、前記放送データ
に含まれるコンテンツに対する制御情報を解析する番組配列情報解析手段と、入力された
画像データを２次元表示する表示手段と、前記表示手段を制御する表示制御手段と、を備
え、前記番組配列情報は、放送データに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次
元制御情報を含み、前記３次元制御情報は、受信した放送データに含まれる受信画像デー
タが２次元画像データであることを示す識別子と、３次元画像データであることを示す識
別子をそれぞれ定義する識別子情報を含み、前記番組配列情報解析手段は、前記番組配列
情報を解析することにより前記３次元制御情報を表示制御手段に送り、前記表示制御手段
は、入力された前記３次元制御情報に従って前記表示手段を制御し、前記識別子情報と前
記受信画像データの識別子から、前記受信画像データが２次元画像データであるか、もし
くは３次元画像データであるかを判定し、２次元画像データである場合は表示を行うよう
に前記表示手段を制御し、３次元画像データである場合は表示できない、または正しく表
示できない旨を観察者に通知する表示制御手段であることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明は、放送データを受信する放送データ受信装置であって、前記放送データ
に含まれるコンテンツに対する制御情報を解析する番組配列情報解析手段と、入力された
画像データを２次元表示する表示手段と、前記表示手段を制御する表示制御手段とを備え
、前記番組配列情報は、放送データに含まれる３次元画像データの表示を制御する３次元
制御情報を含み、更に前記３次元制御情報は、コンテンツ中に３次元画像データが存在す
る時間帯を示す３次元表示時間情報を含み、前記番組配列情報解析手段は、前記番組配列
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情報を解析することにより前記３次元制御情報を表示制御手段に送り、前記表示制御手段
は、内部にタイマーを備え、入力された前記３次元制御情報に従って前記表示手段を制御
し、前記３次元表示時間情報と前記タイマーの時刻から、受信した放送データに含まれる
受信画像データが２次元画像データであるか、もしくは３次元画像データであるかを判定
し、２次元画像データである場合は表示を行うように前記表示手段を制御し、３次元画像
データである場合は表示できない、または正しく表示できない旨を観察者に通知する表示
制御手段であることを特徴とする。
【００３８】
【発明の実施の形態】
本発明における実施の形態の説明をする前に、本明細書において使用する用語について、
以下のように定義する。
【００３９】
放送データとは、放送局から送出されるデータの総称であり、無線や有線を介して送信さ
れる放送や、インターネットのストリーミング放送など含む。
コンテンツとは、一般的には放送される番組と同じ意味であるが、ここでは少なくともビ
デオデータとオーディオデータとデータ放送用データのいずれか１つを含むデータの集ま
りである。放送データには、複数のコンテンツが含まれる。
【００４０】
番組配列情報とは、放送データ中にどのようなコンテンツが含まれているかを管理するた
めの情報であり、複数のコンテンツの内容を示す情報である。
【００４１】
番組配列情報には、ＰＭＴ（Program Map Table）やＥＩＴ（Event Information Table）
などがある。
【００４２】
ＰＭＴとは、放送データの中からチャンネルを構成するビデオデータやオーディオデータ
などを分離するためのＰＩＤ（Ｐａｃｋｅｔ　ＩＤ）などのストリーム情報を含み、同じ
チャンネル内のコンテンツで共通する番組配列情報である。ＰＭＴは、同じチャンネル内
のコンテンツで共通の番組配列情報であるため、頻繁に更新されないという特徴がある。
【００４３】
ＥＩＴとは、チャンネルに含まれる各コンテンツの放送時間帯を示す番組時間情報などの
番組情報を含み、コンテンツ毎に異なる固有の情報を１つまたは複数のコンテンツ分だけ
含む番組配列情報である。ＥＩＴは、コンテンツ毎に異なる固有の情報であるため、頻繁
に更新されるという特徴がある。
【００４４】
これらの番組配列情報は、受信機におけるチャンネルの切り替えがどの時点で行われても
対応できるように、図１２に示すように放送データ中に繰り返し多重化されて送信される
。
【００４５】
３Ｄ画像とは、視差のある複数の画像の組により構成される画像である。図１３に３Ｄ画
像の一例を示す。この例の３Ｄ画像は、左眼画像と右眼画像の２つの視点に対応する画像
を、横並びに配置した３Ｄ画像である。
３Ｄ画像制御情報とは、３Ｄ画像の特徴を示す２視点や横並びといった情報や、３Ｄ画像
の表示を制御する際に用いる情報である。
３Ｄ表示とは、複数の視点画像を用いて、観察者の左眼と右眼が異なる視点画像を画像を
観察できるように表示することである。これに対して、２Ｄ表示とは、観察者の左眼と右
眼が同じ画像を観察できるように表示することである。
【００４６】
３Ｄコンテンツとは、コンテンツ中に３Ｄ画像からなるビデオデータやデータ放送用デー
タを含むコンテンツのことである。
【００４７】
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画像多重方式とは、３Ｄ画像を構成する各視点画像がどのように配置されているかを示す
情報である。本実施形態では、画像多重方式として、統合方式、時分割方式、マルチスト
リーム方式の３つを用いる。ここで、画像多重方式について、図１４を用いて説明する。
図１４は、２視点の場合の画像多重方式を説明するための模式図である。図１４（Ａ）に
示すように、３Ｄ画像の画像多重に用いられる各視点のビデオデータは、複数のフレーム
から構成され、それぞれ独立した系列であるものとする。
【００４８】
統合方式とは、図１４（Ｂ）に示すように、各視点画像をフレーム毎に隣接させて伝送す
る方式である。時分割方式とは、図１４（Ｃ）に示すように、フレーム周期で左眼画像と
右眼画像を交互に切り替えて伝送する方式である。ここで伝送される右眼画像のフレーム
は、先に送られる左眼画像のフレームと同じ時間のものである。この例では左眼画像を先
に伝送しているが、右眼画像が先であってもよい。マルチストリーム方式とは、図１４（
Ａ）に示す左眼画像と右眼画像のビデオデータを、それぞれ別のデータ列として伝送する
方式である。
なお、走査方式がインターレースの場合には、上記のフレームをフィールドで置き換えて
もよい。
また、それぞれの画像多重方式は視点数が３以上であっても適用できる。
【００４９】
＜第１の実施形態＞
本発明における第１の実施形態について説明する。第１の実施形態による送信装置は、３
Ｄコンテンツを送信する際、３Ｄコンテンツに含まれる３Ｄ画像の３Ｄ画像制御情報を、
番組配列情報に格納して送信するものである。その際、図１１に示すように、３Ｄ画像制
御情報の中でも、同じチャンネル内に含まれる３Ｄコンテンツで共通であり、頻繁に更新
されない情報（以下、３Ｄ共通情報とする）をＰＭＴに格納し、３Ｄコンテンツ毎に固有
であり、頻繁に更新される情報（以下、３Ｄ固有情報とする）をＥＩＴに格納し、３Ｄコ
ンテンツと多重して繰り返し送信する。ＰＭＴやＥＩＴは、例えば約１秒に１回の割合で
送信するというように、それぞれある一定の時間毎に送信してもよいし、また、例えばビ
デオデータのキーフレームを送信する時にＰＭＴやＥＩＴも送信するというように、送信
するビデオデータを構成するフレームの種別と同期させて送信してもよい。３Ｄ共通情報
と３Ｄ固有情報の詳細については後述する。また、本実施形態の受信装置は、番組配列情
報に格納されている３Ｄ共通情報と３Ｄ固有情報をもとに、３Ｄ画像の立体表示を行う。
【００５０】
はじめに、本実施形態による放送データ送信装置の詳細について説明する。図１は本実施
形態による放送データ送信装置の構成例を示すブロック図である。図１に示すように、放
送データ送信装置１００は、番組配列情報作成手段１０１と、多重化手段１０２と、伝送
路符号化手段１０３から構成される。
【００５１】
番組配列情報作成手段１０１は、３Ｄ画像制御情報を含むＰＭＴやＥＩＴなどの番組配列
情報を作成する。番組配列情報作成手段１０１の詳細については後述する。
【００５２】
多重化手段１０２は、番組配列情報作成手段１０１で作成された番組配列情報と、ＭＰＥ
Ｇ（Moving Picture Experts Group）－１、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４などを含むビデ
オデータと、ＡＡＣ（Advanced Audio Coding）、ＭＰ３（MPeg audio layer3）、ＷＭＡ
（Windows（Ｒ） Media Audio）などを含むオーディオデータと、ＪＰＥＧ（Joint Pictu
re Experts Group）、ＰＮＧ（Portable Network Graphics）、ＢＭＬ（Broadcast Marku
p Language）などを含むデータ放送用データなどを、それぞれＴＳ（Transport Stream）
パケットに格納して多重化をする。
伝送路符号化手段１０３は、ＴＳパケットを既定の変調方式に従って符号化し、放送デー
タとして送信する。
【００５３】
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ここで、番組配列情報作成手段１０１の詳細について説明する。図２は番組配列情報作成
手段１０１の構成例を示すブロック図である。番組配列情報作成手段１０１は、ＰＭＴを
作成するＰＭＴ作成手段２００と、ＥＩＴを作成するＥＩＴ作成手段２０１を含む構成と
なっている。
【００５４】
まず、ＰＭＴ作成手段２００について説明する。ＰＭＴ作成手段２００には、チャンネル
を構成するビデオデータやオーディオデータなどのストリームを、放送データの中から分
離するためのＰＩＤを含むストリーム情報が入力される。ストリーム情報が、３Ｄ画像を
含む、または３Ｄ画像を構成するビデオデータに関するストリーム情報の場合、ストリー
ム情報の他に３Ｄ共通情報が入力される。３Ｄ共通情報は、３Ｄ画像制御情報の中で、同
じチャンネル内に含まれる３Ｄコンテンツで共通の情報である。３Ｄ共通情報に含まれる
情報の例として、視点数情報や画像多重方式情報、強制２Ｄフラグ情報などが挙げられる
。
【００５５】
視点数情報は、３Ｄ画像を構成する画像の視点数を示す情報である。
また、画像多重方式情報は、前述の画像多重方式を示す情報である。
また、強制２Ｄフラグ情報は、受信装置において３Ｄコンテンツを強制的に２Ｄ表示させ
るための情報である。強制２Ｄフラグ情報については後述する。
【００５６】
次に、ＰＭＴ作成手段２００が作成するＰＭＴの構成例を図５に示す。
図５（Ａ）のＰＭＴは、ＰＭＴを識別するＰＭＴ識別子５００と、ＰＭＴのバージョン番
号を含むＰＭＴ制御情報５０１と、チャンネルを構成するストリームを識別するＰＩＤを
含むストリーム情報５０２、５０４と、各ストリーム情報の拡張情報を格納する記述子５
０３、５０５を含む構成となっている。
【００５７】
図５（Ａ）において、ストリーム情報５０２が、３Ｄ画像を含む、または３Ｄ画像を構成
するビデオデータに関するストリーム情報であるとすると、ストリーム情報５０２に続く
記述子５０３に３Ｄ共通情報記述子を格納する。
【００５８】
図５（Ｂ）に３Ｄ共通情報記述子の構成例を示す。３Ｄ共通情報記述子は、３Ｄ画像制御
情報を含む記述子であることを識別する３Ｄ識別子５０６と、３Ｄ共通情報記述子を識別
する３Ｄ共通情報識別子５０７と、前述した視点数情報５０８および画像多重方式情報５
０９、強制２Ｄフラグ情報５１０と、付加情報５１１を含む構成となっている。付加情報
５１１については後に説明する。
【００５９】
続いて、図５のＰＭＴを作成する際のＰＭＴ作成手段２００の動作について、図３のフロ
ーチャートを用いて説明する。
まず、作成する番組配列情報がＰＭＴであることを示すＰＭＴ識別子を作成し（ステップ
Ｓ３００）、続いてＰＭＴのバージョン番号を含むＰＭＴ制御情報を作成する（ステップ
Ｓ３０１）。次に、コンテンツを構成するビデオデータやオーディオデータなどのストリ
ーム毎に、ＰＩＤを含むストリーム情報を作成する（ステップＳ３０２）。次に、ストリ
ームがビデオデータかどうかを判定し（ステップＳ３０３）、ビデオデータである場合は
、３Ｄ共通情報を格納する３Ｄ共通情報記述子を作成する（ステップＳ３０４）。全ての
ストリーム情報が完成するまで以上の動作を繰り返し、全てのストリーム情報が完成する
とＰＭＴの作成を終了する（ステップＳ３０５）。なお、画像多重方式がマルチストリー
ムの場合は、３Ｄ画像を構成する各ビデオデータごとにストリーム情報と３Ｄ共通情報記
述子を作成する。
【００６０】
ここで、ステップＳ３０４の３Ｄ共通情報記述子の作成方法について、図４のフローチャ
ートを用いて説明する。まず、作成する記述子が３Ｄ共通情報記述子であることを示す３
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Ｄ識別子および３Ｄ共通情報識別子などを作成する（ステップＳ４００）。次に、必須共
通情報を作成する（ステップＳ４０１）。必須共通情報とは、３Ｄ共通情報記述子に必ず
格納しなければならない情報を指す。例えば、前述の視点数情報、画像多重方式情報、強
制２Ｄフラグ情報などが挙げられる。
【００６１】
次に、必須共通情報の付加情報を作成する。必須共通情報の付加情報とは、必須共通情報
の拡張情報であり、必須共通情報の値によって異なる情報である。必須共通情報の付加情
報を作成する例として、画像多重方式情報ごとに異なる付加情報を作成する例を挙げる。
【００６２】
まず、画像多重方式が統合方式かどうかを判定する（ステップＳ４０２）。統合方式であ
れば統合方式固有の付加情報を作成する（ステップＳ４０３）。統合方式固有の付加情報
の例として、フレーム内の各視点画像の配置が、横並びか縦並びかを示す画像配置情報と
、フレーム内の各視点画像の縮小率を示す画像縮小情報が挙げられる。
【００６３】
画像多重方式が統合方式でなければ、時分割方式かどうかを判定する（ステップＳ４０４
）。時分割方式であれば時分割方式固有の付加情報を作成する（ステップＳ４０５）。時
分割方式固有の付加情報の例として、例えば２視点の場合、どのフレームが左眼画像また
は右眼画像に対応するかを示す視点・フレーム対応情報が挙げられる。
【００６４】
画像多重方式が時分割方式でなければ、マルチストリーム方式であるので、マルチストリ
ーム方式固有の付加情報を作成する（ステップＳ４０６）。マルチストリーム方式固有の
付加情報の例として、３Ｄ共通情報と関連づけられている各ビデオデータが、どの視点に
相当する画像であるかを示す視点位置情報が挙げられる。このようにして、３Ｄ共通情報
記述子を作成する。
【００６５】
上記の例は、全てのチャンネルに含まれるＰＭＴに３Ｄ共通情報記述子を含める場合につ
いて述べているが、３Ｄコンテンツを含まないチャンネルにおいては、ＰＭＴに３Ｄ共通
情報記述子を含めないようにすることを選択できるようにしてもよい。
【００６６】
また、上記の例では、ストリーム情報が、３Ｄ画像を含む、または３Ｄ画像を構成するビ
デオデータに関するストリーム情報である場合に３Ｄ共通情報記述子を付加しているが、
ストリーム情報が、３Ｄ画像を含む、または３Ｄ画像を構成するデータ放送用データに関
するストリーム情報である場合にも３Ｄ共通情報記述子を付加してもよい。
【００６７】
また、あるチャンネルには画像多重方式が統合方式である３Ｄコンテンツのみを送信し、
別のチャンネルには画像多重方式が時分割方式である３Ｄコンテンツのみを送信するとい
うように、複数のチャンネルに、異なった画像多重方式の３Ｄコンテンツを送信してもよ
い。
【００６８】
次に、ＥＩＴ作成手段２０１について説明する。ＥＩＴ作成手段２０１には、コンテンツ
の放送時間帯を示す番組時間情報を含む番組情報が入力される。また、番組に３Ｄ画像が
含まれている場合、番組情報の他に、３Ｄ固有情報が入力される。３Ｄ固有情報は、３Ｄ
画像制御情報の中で、３Ｄコンテンツ毎に固有の情報である。３Ｄ固有情報に含まれる情
報の例として、２Ｄ表示画像情報や視差量調整情報、３Ｄシーン時間情報などが挙げられ
る。
【００６９】
２Ｄ表示画像情報は、受信装置において３Ｄ画像を２Ｄ表示する際に選択すべき視点の画
像を示す情報である。
また、視差量調整情報は、３Ｄ画像を立体表示した時の飛び出し具合の程度の調整値を示
す情報である。
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【００７０】
また、３Ｄシーン時間情報は、ビデオデータが３Ｄシーンと２Ｄシーンで構成されている
場合に、３Ｄシーンの時間帯を指定する情報である。図６に示すように、３Ｄシーン時間
情報は、３Ｄシーンデータが始まる時刻を示す３Ｄシーン開始時刻と、３Ｄシーン開始時
刻から３Ｄシーンが継続する時間を示す３Ｄシーン継続時間を含む構成となっている。ビ
デオデータの中に３Ｄシーンが複数含まれている場合は、３Ｄシーンの数だけ３Ｄシーン
開始時刻と３Ｄシーン継続時間を格納する。
【００７１】
また、ビデオデータの中に含まれる３Ｄシーンの数を３Ｄシーン時間情報に格納してもよ
い。また、３Ｄシーン継続時間の代わりに、３Ｄシーンが終了する時刻を示す３Ｄシーン
終了時刻を用いてもよい。また、ビデオデータの中に、２Ｄビデオデータが含まれず、３
Ｄシーンだけで構成される場合は、３Ｄシーン時間情報はなくてもよい。また、３Ｄ固有
情報の中に、３Ｄシーン時間情報を含むかどうかを示すフラグを格納してもよい。また、
３Ｄシーン時間情報の代わりに、２Ｄシーンが始まる時刻を示す２Ｄシーン開始時刻と、
２Ｄシーン開始時刻から２Ｄシーンが継続する時間を示す２Ｄシーン継続時間を含む、２
Ｄシーン時間情報を用いてもよい。
【００７２】
次に、ＥＩＴ作成手段２０１が作成するＥＩＴの構成例を図９に示す。図９（Ａ）のＥＩ
Ｔは、ＥＩＴを識別するＥＩＴ識別子９００と、ＥＩＴのバージョン番号を含むＥＩＴ制
御情報９０１と、チャンネルに含まれるコンテンツの放送時間帯を記述した番組時間情報
を含む番組情報９０２、９０４と、各番組情報の拡張情報を格納する記述子９０３、９０
５を含む構成となっている。
【００７３】
図９（Ａ）において、番組情報９０２が３Ｄシーンを含む番組に関する情報であるとする
と、番組情報９０２に続く記述子９０３に３Ｄ固有情報記述子を格納する。
【００７４】
図９（Ｂ）に３Ｄ固有情報記述子の構成を示す。３Ｄ固有情報記述子は、３Ｄ画像制御情
報を含む記述子であることを識別する３Ｄ識別子９０６と、３Ｄ固有情報記述子を識別す
る３Ｄ固有情報識別子９０７と、前述した２Ｄ表示画像情報９０８、視差量調整情報９０
９、３Ｄシーン時間情報９１０を含む構成となっている。
【００７５】
続いて、図９のＥＩＴを作成する際のＥＩＴ作成手段２０１の動作について、図７のフロ
ーチャートを用いて説明する。
まず、どの番組の番組情報を作成してＥＩＴに格納するかを指定する（ステップＳ７００
）。例えば、全番組の番組情報の作成を指定したり、ある１つの番組のみの番組情報の作
成を指定することができる。次に、作成する番組配列情報がＥＩＴであることを示すＥＩ
Ｔ識別子を作成し（ステップＳ７０１）、続いてＥＩＴのバージョン番号を含むＥＩＴ制
御情報を作成する（ステップＳ７０２）。
【００７６】
次に、番組毎に番組時間情報を含む番組情報を作成する（ステップＳ７０３）。次いで、
番組が３Ｄコンテンツかどうかを判定し（ステップＳ７０４）、３Ｄコンテンツである場
合は３Ｄ固有情報を格納する３Ｄ固有情報記述子を作成する（ステップＳ７０５）。ステ
ップＳ７００において指定された番組の番組情報が完成するまで以上の動作を繰り返し、
完成するとＥＩＴの作成を終了する（ステップＳ７０６）。
【００７７】
ここで、ステップＳ７０５の３Ｄ固有情報記述子の作成方法について、図８のフローチャ
ートを用いて説明する。
まず、作成する記述子が３Ｄ固有情報記述子であることを示す３Ｄ識別子および３Ｄ固有
情報識別子などを作成する（ステップＳ８００）。次に、必須固有情報を作成する（ステ
ップＳ８０１）。ここで、必須固有情報とは、３Ｄ固有情報記述子に必ず格納しなければ
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ならない情報を指す。例えば、前述の２Ｄ表示画像情報や視差量調整情報などが挙げられ
る。次に、前述の３Ｄシーン時間情報を作成する。まず、ビデオデータに２Ｄシーンが含
まれるかを判定し（ステップＳ８０２）、２Ｄシーンを含んでいれば、３Ｄシーンの数だ
け前述の３Ｄシーン時間情報を作成し（ステップＳ８０３）、２Ｄビデオデータを含んで
いなければ、ビデオデータは３Ｄシーンのみで構成されているので、３Ｄシーン時間情報
は作成しない。このようにして、３Ｄ固有情報記述子を作成する。
【００７８】
次に、データ放送用データに含まれる３Ｄ画像に対応する３Ｄ固有情報の格納場所につい
て説明する。
データ放送用データに含まれる３Ｄ画像に対応する３Ｄ固有情報は、ＤＩＩ（Download I
nformation Indication）と呼ばれるデータ放送用データの制御情報が定義してあるテー
ブルに格納する。ＤＩＩの構成例を図１０に示す。図１０のＤＩＩは、ＤＩＩを識別する
ＤＩＩ識別子１０００と、データ放送用データを構成するモジュールの制御情報を記述し
たモジュール情報１００１、１００３と、各モジュール情報の拡張情報が格納されている
記述子１００２、１００４とを含む構成となっている。モジュール情報１００１が、３Ｄ
画像を含む、または３Ｄ画像を構成するモジュールに関するモジュール情報であるとする
と、モジュール情報１００１に続く記述子１００２に前述の３Ｄ固有情報記述子を格納す
る。
【００７９】
ここで、モジュール情報１００１に対応するモジュールが複数のサブモジュールで構成さ
れ、各サブモジュールに３Ｄ画像が含まれているとすると、各サブモジュールの３Ｄ画像
毎に３Ｄ固有情報記述子を作成し、記述子１００２に格納する。この際、各サブモジュー
ルの３Ｄ画像と３Ｄ固有情報記述子を関連付けるために、３Ｄ固有情報記述子を記述子１
００２に格納する順番を決めておいてもよいし、各３Ｄ画像を識別するインデックス情報
を３Ｄ固有情報記述子に格納してもよい。なお、ＤＩＩはチャンネルの切り替えがどの時
点で行われても対応できるように、放送データ中に繰り返し多重化されて送信される。ま
た、データ放送用データに含まれる３Ｄ画像に対応する３Ｄ固有情報をＥＩＴに格納して
もよい。
【００８０】
以上説明したように、ＰＭＴ作成手段２００で作成された３Ｄ共通情報を含むＰＭＴと、
ＥＩＴ作成手段２０１で作成された３Ｄ固有情報を含むＥＩＴと、ＰＭＴとＥＩＴ以外の
番組配列情報は、多重化手段１０２でＴＳパケットに変換され、ビデオデータやオーディ
オデータなどのＴＳパケットと多重化される。多重化されたＴＳパケットは、伝送路符号
化手段１０３で変調方式に従って符号化され、放送データとして送信される。
【００８１】
なお、上記の実施形態では、３Ｄ共通情報をＰＭＴに格納し、３Ｄ固有情報をＥＩＴに格
納しているが、３Ｄ共通情報と３Ｄ固有情報をＰＭＴもしくはＥＩＴにまとめて格納して
もよし、ＰＭＴとＥＩＴ以外の番組配列情報に格納してもよい。その際、３Ｄ共通情報と
３Ｄ固有情報をまとめて同じ記述子に格納してもよい。
【００８２】
また、上記の実施形態では、３Ｄ共通情報と３Ｄ固有情報をＰＭＴやＥＩＴなどの番組配
列情報に格納して送信しているが、番組配列情報のようなテーブルを含む情報以外の情報
に格納して送信してもよい。また、３Ｄ共通情報と３Ｄ固有情報をそれぞれ単独で送信し
てもよい。
【００８３】
また、上記の実施形態では、３Ｄ共通情報記述子と３Ｄ固有情報記述子の先頭を３Ｄ識別
子としているが、３Ｄ識別子は省略し、３Ｄ共通情報記述子の先頭を３Ｄ共通情報識別子
、３Ｄ固有情報記述子の先頭を３Ｄ固有情報識別子としてもよい。
【００８４】
次に、本発明の実施形態における放送データ受信装置について説明する。図１５は本発明
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の実施形態における放送データ受信装置１５００の構成例を示すブロック図である。放送
データ受信装置１５００は、放送データを入力とし、入力された放送データをＴＳパケッ
トデータに復号する伝送路復号手段１５０１と、ＴＳパケットデータを分離する分離手段
１５０２と、番組配列情報解析手段１５０３と、３Ｄ表示の制御を行う３Ｄ制御手段１５
０４と、ビデオデータを復号するビデオ復号手段１５０５と、データ放送用データを処理
するデータ処理手段１５０６と、オーディオデータを復号するオーディオ復号手段１５０
７と、ビデオ復号手段１５０５とデータ処理手段１５０６の出力を合成する合成手段１５
０８とを含んで構成される。
【００８５】
なお、図には示さないが、伝送路復号手段１５０１の先にはチューナが接続されており、
チューナから受信した放送データが入力される。また、合成手段１５０８の先には画面デ
ータを表示するための表示装置が接続される。この際の表示装置は、入力された画面デー
タを、外部の入力によって２Ｄ表示を行うか、もしくは、３Ｄ表示を行うかを切り替える
ことのできる表示装置とする。また、表示装置は２Ｄ／３Ｄ切り替えのために、３Ｄ制御
手段１５０４と接続してもよい。また、オーディオ復号手段１５０７の先にはスピーカ等
が接続される。
【００８６】
以上のように構成された放送データ受信装置１５００について、その動作を説明する。伝
送路復号手段１５０１には、チューナにより受信された放送データが入力される。
伝送路復号手段１５０１は、入力された放送データに対して、デジタル復調や誤り訂正を
施してＴＳパケットデータを得る。
【００８７】
分離手段１５０２はＴＳパケットデータに付けられたＰＩＤを参照し、必要なＴＳパケッ
トデータを選択する。不必要なＴＳパケットデータは廃棄する。ＰＩＤはビデオデータ、
オーディオデータ、データ放送用データごとに一意に割り当てられ、１つのビデオデータ
を構成するデータを含むＴＳパケットデータには、同一のＰＩＤが付される。前述のＰＭ
ＴやＥＩＴにも一意のＰＩＤが付されている。分離手段１５０２はＰＩＤをもとに、目的
とするＰＭＴまたはＥＩＴを含むＴＳパケットデータをサーチし、ＴＳパケットデータを
番組配列情報解析手段１５０３に出力する。
【００８８】
番組配列情報解析手段１５０３は、分離手段１５０２から入力されたＰＭＴを解析し、番
組を構成するビデオデータ、オーディオデータ、データ放送用データのＰＩＤを得て、分
離手段１５０２に出力する。ＰＭＴに３Ｄ共通情報記述子が含まれている場合には、解析
した結果として得られる３Ｄ共通情報を３Ｄ制御手段１５０４に出力する。
【００８９】
同様に、分離手段１５０２から入力されたＥＩＴを解析し、番組情報を得る。ＥＩＴに３
Ｄ固有情報記述子が含まれている場合には、解析した結果として得られる３Ｄ固有情報を
３Ｄ制御手段１５０４に出力する。
【００９０】
３Ｄ制御手段１５０４は、表示装置において３Ｄ表示ができるように、３Ｄ画像制御情報
に基づいて表示画面の制御を行う。また、３Ｄ画像制御情報の有無等により、表示装置に
対する表示モードの指定を決定する。これらの動作については後述する。
【００９１】
ＰＭＴやＥＩＴは一定の周期で継続して送信されるため、３Ｄ画像制御情報が、繰り返し
３Ｄ制御手段１５０４に入力される。３Ｄ制御手段１５０４は、入力された３Ｄ画像制御
情報を保持しておき、新たに番組情報解析手段１５０３から３Ｄ画像制御情報が入力され
た場合には、保持している３Ｄ画像制御情報と、入力された３Ｄ画像制御情報とを比較す
る。この結果、３Ｄ画像制御情報が更新されていれば、保持している３Ｄ画像制御情報を
入力された３Ｄ画像制御情報に置き換える。３Ｄ画像制御情報の一部の情報が更新されて
いる場合には、その情報のみを更新する。以上の動作を、３Ｄ制御手段１５０４における
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更新動作と呼ぶ。
【００９２】
分離手段１５０２は、番組配列情報解析手段１５０３から入力されたＰＩＤを基に、目的
とするビデオデータ、オーディオデータ、データ放送用データを含んだＴＳパケットデー
タをサーチし、それぞれビデオ復号手段１５０５、オーディオ復号手段１５０７、データ
処理手段１５０６に出力する。
ビデオ復号手段１５０５は、入力されたビデオデータを復号する。復号後のビデオデータ
は合成手段１５０８に出力される。
【００９３】
データ処理手段１５０６は、データ放送用データを処理し、文字や図形、静止画データな
どを得る。文字や図形、静止画データは合成手段１５０６に出力される。なお、図１５に
は図示しないが、データ処理手段１５０６と３Ｄ制御手段１５０４は接続されており、デ
ータ放送用データの制御情報であるＤＩＩに３Ｄ固有情報が格納されている場合には、デ
ータ処理手段１５０６によりＤＩＩから読み取られた３Ｄ固有情報が、３Ｄ制御手段１５
０４に対して出力される。３Ｄ制御手段１５０４は、この３Ｄ固有情報に基づいてデータ
放送用データの表示制御を行う。
【００９４】
オーディオ復号手段１５０７は入力されたオーディオデータを復号する。復号後のオーデ
ィオデータはスピーカ等に出力される。
合成手段１５０８は、ビデオデータ、静止画データおよび文字や図形を表示するための表
示用画面を複数持っており、必要に応じてそれぞれを重ね合わせて１つの画面を合成し、
画面データを画面の表示方式に合わせて変換し、表示装置に対して出力する。
【００９５】
ここで、画面の表示形式とは、表示装置により規定されるビデオの構造に関する形式であ
る。例えば、表示装置がフィールドシーケンシャル方式の場合、入力として想定されてい
るのは、図２５に示すような左眼画像と右眼画像が垂直方向に１画素おきに交互に並べら
れた形式である。また、表示装置がパララクスバリア方式の場合には、図２６（Ｂ）に示
すような左眼画像と右眼画像が水平方向に１画素おきに交互に並べられた形式が、入力と
して想定されている。
【００９６】
次に、３Ｄ制御手段１５０４の動作について説明する。３Ｄ制御手段１５０４は、番組配
列情報解析手段１５０３から入力された３Ｄ画像制御情報を参照することで、ビデオデー
タや静止画データの構造に関する形式を知ることができる。以下の説明では、ビデオデー
タについて述べるが、静止画データや図形や文字に関しても同様の制御を行う。
【００９７】
まずはじめに、受信するビデオデータに３Ｄシーンが含まれるかどうかの判定を行う。番
組配列情報解析手段１５０３から３Ｄ共通情報が入力されない場合には、受信するビデオ
データには３Ｄシーンが含まれないと判定する。３Ｄ共通情報が入力される場合には、受
信したビデオデータには３Ｄシーンが含まれると判定する。ビデオデータに３Ｄシーンが
含まれる場合、ビデオデータは２Ｄシーンと３Ｄシーンが混在している可能性があるため
、３Ｄ固有情報に含まれる３Ｄシーン時間情報の内容により、以下のように判定する。
【００９８】
３Ｄ制御手段１５０４は、その内部に時間を管理するためのタイマーを備えている。タイ
マーの示す時刻が、前述の３Ｄシーン時間情報により指定された３Ｄシーンの放送時間帯
であれば、３Ｄシーンであると判定し、それ以外の場合には２Ｄシーンであると判定する
。この際、３Ｄシーン時間情報をもとに、番組表中に３Ｄシーンの時間帯を表示してもよ
い。
【００９９】
２Ｄシーンの場合、３Ｄ制御手段１５０４は、合成手段１５０８に対して入力されたビデ
オデータをそのままの形式で合成し、表示するように制御する。また、表示モードを２Ｄ
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とする。
【０１００】
一方、３Ｄシーンの場合には、前述したように画像多重方式情報により統合方式、時分割
方式、マルチストリーム方式のいずれかが指定される。また、例えば画像多重方式情報が
統合方式を示す場合には、さらに画像配置情報と、画像縮小情報が指定されている。
【０１０１】
また、３Ｄシーンの場合、強制２Ｄフラグ情報をもとに３Ｄシーンのビデオデータの表示
制御を行ってもよい。強制２Ｄフラグ情報が１の場合、３Ｄシーンのビデオデータから、
２Ｄ表示画像情報で指定される視点のビデオデータを選択し、画素アスペクト比が１：１
となるように、拡大または縮小処理を行うように合成手段１５０８の表示制御を行う。こ
こで、２Ｄ表示画像情報で指定される視点のフレームを選択しているが、受信装置であら
かじめ決められた視点のフレームを選択してもよいし、ユーザが自由に選択できるように
してもよい。２Ｄ表示画像情報で指定されない場合も同様である。３Ｄ制御手段１５０４
は、表示モードを２Ｄとする。
【０１０２】
一方、強制２Ｄフラグ情報が０の場合、３Ｄ表示するように合成手段１５０８に対して表
示制御を行い、表示モードを３Ｄとする。例えば画像多重方式情報が統合方式を示し、画
像配置情報が横並びを示す場合には、ビデオデータとして入力される画像フレームは図１
３で示した形態となっている。したがって、表示装置がパララクスバリア方式であるなら
ば、画像フレームを図２６（Ｂ）で示す形式に変換するように合成手段１５０８を制御す
る。
【０１０３】
なお、３Ｄ制御手段１５０４は、内部に保持した３Ｄ画像制御情報に基づいて合成手段１
５０８に対する表示制御を行うが、新たに３Ｄ画像制御情報が入力された場合には、該３
Ｄ画像制御情報の３Ｄシーン時間情報をチェックし、現在の時刻から３Ｄシーンの開始時
刻までの時間が所定の時間より短い場合には、前述の更新動作を後まわしにして、直ちに
該３Ｄ画像制御情報に基づいて合成手段１５０８に対する表示制御を行うようにしてもよ
い。
【０１０４】
また、３Ｄシーンの場合、視差量調整情報を用いて表示装置の表示面から３Ｄ画像が飛び
出して見える量を調整してもよい。飛び出し量について、図１６を用いて説明する。図１
６において、左眼画像の画素Ｌ１は表示位置１６０１に表示され、右眼画像の対応する画
素Ｒ１は表示位置１６０２に表示される。これらの画素は位置１６０３に結像する。
【０１０５】
ここで、右眼画像の画素Ｒ１の表示位置を左に移動して表示位置１６０２から表示位置１
６０４に変更すると、位置１６０３に像を結んでいた画像が位置１６０５に見えるように
なる。位置１６０５は位置１６０３と比べて手前にあるため、表示面から飛び出して見え
るようになる。逆に画素Ｒ１を表示位置１６０２よりも右に移動させると、位置１６０３
に像を結んでいた画像が表示面よりも奥に見えるようになる。ここで、画素Ｒ１を画素Ｌ
１の対応点と呼ぶ。
【０１０６】
このように視差量調整情報により指定された飛び出し量を実現するために、３Ｄ制御手段
１５０４は左右いずれかの画像を、水平方向に所定の画素数だけシフトさせるように、合
成手段１５０８に対して制御情報を出力する。
【０１０７】
図１７は右眼画像を左にシフトした場合を示す図である。図１７（Ａ）はシフト前の状態
を示しており、表示画面の全域が３Ｄ表示されている。図１７（Ｂ）はシフト後の状態を
示しており、右眼画像をシフトさせた結果、右眼画像のうち点線で示した領域１７０１が
表示画面の外にでるため画像全体は表示できなくなる。
【０１０８】
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図１８はこのときの表示例を示す図である。図１８（Ａ）はシフトすることにより表示画
面の外に出てしまった右眼画像（ここでは図１７で示した領域１７０１のことである）を
表示せず、左眼画像のうち右眼画像との対応点がなくなった領域を２Ｄ表示する場合であ
る。図１８（Ｂ）は反対に右眼画像を残して左眼画像を表示しない場合を示しており、図
１８（Ａ）と同様に右眼画像のうち左眼画像との対応点のなくなった領域を２Ｄ表示して
いる。図１８（Ｃ）は対応点のある領域のみを３Ｄ表示した場合を示している。
【０１０９】
なお、視差量調整情報は、放送データ受信装置１５００において予め決められた設定を用
いてもよいし、ユーザ指定により変更できるようにしてもよい。
以上のような動作で、３Ｄ制御手段１５０４は受信したビデオデータに対する処理を行う
。
【０１１０】
上記の例では、合成手段１５０８に接続される表示装置を、入力された画面データに対し
て、外部の指示によって２Ｄ表示を行うか、もしくは、３Ｄ表示を行うかを切り替えて表
示することのできる表示装置としたが、この表示装置を２Ｄ表示のみが可能な表示装置と
してもよい。この場合、前述の説明と同様に、表示装置を３Ｄ制御手段１５０４と接続し
て、入力された画面データが３Ｄ表示用のデータである場合は、入力された画面データの
かわりに前の画面データを保持したり、特定の画面データを表示するなどして、３Ｄ表示
用の画面データは表示しないようにしてもよい。
【０１１１】
また、３Ｄ表示用の画面データをそのまま２Ｄ表示してもよい。
また、合成手段１５０８と表示装置の間に、３Ｄ表示用の画面データから２Ｄ表示用の画
面データを変換する変換手段を設けて、２Ｄ表示用の画面データを作成し、その画面デー
タを２Ｄ表示するようにしてもよい。
【０１１２】
また、３Ｄ表示用の画面データを２Ｄ表示のみが可能な表示装置で表示する場合、現在表
示している画面データが３Ｄ表示用の画面データであることを観察者に伝えるための、ブ
ザー、発光灯などの光源、警告メッセージなどの伝達手段を設けてもよい。その際、画面
データを表示しない場合は画面データが不適切なため表示できない旨を通知したり、３Ｄ
表示用の画面データをそのまま２Ｄ表示する場合は３Ｄ表示用の画面データをそのまま表
示する旨を通知したり、変換手段による変換を行って表示する場合は変換して表示する旨
を通知したりするような通知手段を設けてもよい。
また、３Ｄ表示のみが可能な表示装置に２Ｄ表示用のデータが入力された場合も同様の動
作を行う。
【０１１３】
以上のように、表示装置に不適切な表示方法の画像データから構成されている放送データ
を受信した際であっても、適切な画面データに変換して表示したり、不適切である旨を観
察者に伝えて表示を行ったり、画面データ自体を非表示にすることができる。
【０１１４】
また、番組配列情報解析手段１５０３において解析した画像多重方式情報が、放送データ
受信装置が対応していない画像多重方式情報であった場合、番組配列情報解析手段１５０
３が受信したビデオデータを表示できないことを示す情報を３Ｄ制御手段１５０４に送り
、その情報に従って３Ｄ制御手段１５０４が前記のように表示を行わないように表示装置
を制御してもよい。
【０１１５】
また、非対応の画像多重方式の種類を表示してもよい。
また、上記の例では、３Ｄ画像を含む、または３Ｄ画像を構成するビデオデータを受信し
た場合の動作を説明したが、３Ｄ画像を含む、または３Ｄ画像を構成するデータ放送用デ
ータを受信した場合にも同様の動作を行う。
【０１１６】
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また、上記の実施形態は、放送データ送信装置においてＰＭＴおよびＥＩＴに３Ｄ画像制
御情報を格納し、放送データ受信装置において３Ｄ画像制御情報の有無とその内容により
、２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータの判定を行っているが、２Ｄビデオデータと３Ｄ
ビデオデータの種別を示すフラグ情報をビデオデータに付加してもよい。
【０１１７】
ビデオデータをＴＳパケットにする際は、符号化により得られるビット列を所定の処理単
位で分割してＰＥＳ（Packetized Elementary Stream）パケットに格納し、さらに前記パ
ケットを所定のサイズのＴＳパケットに分割する。したがって、フラグ情報をＰＥＳパケ
ットのヘッダ部や、ＴＳパケットのヘッダ部に記録してもよいし、符号化後のビット列の
所定位置に格納するようにしてもよい。例えばＭＰＥＧ－４の場合には、ＶＯＬ（Video 
Object Layer）内のユーザデータに格納する。
【０１１８】
＜第２の実施形態＞
次に、本発明における第２の実施形態の放送データ送信装置と放送データ受信装置につい
て説明する。
【０１１９】
本発明における第２の実施形態の放送データ送信装置は、１つのＰＭＴの中で、２Ｄシー
ンのみで構成されるビデオデータのＰＩＤと、３Ｄシーンのみで構成されるビデオデータ
のＰＩＤを別々に定義するというように、種別の違うビデオデータのＰＩＤを定義したＰ
ＭＴを含む放送データを作成し、送信する放送データ送信装置である。
【０１２０】
また、本発明における第２の実施形態の放送データ受信装置は、上記の放送データを受信
する放送データ受信装置である。放送データを上記のような構成にすると、ＰＩＤの違い
から、受信したビデオデータが２Ｄシーンのみで構成されるビデオデータなのか、３Ｄシ
ーンのみで構成されるビデオデータなのかを区別することが出来る。
【０１２１】
以下に、本実施形態の放送データ送信装置と放送データ受信装置について詳細に説明する
。
まず、本実施形態による放送データ送信装置について、図面を参照して説明する。
【０１２２】
本実施形態による放送データ送信装置の構成は、図１及び図２で説明した第１の実施形態
の放送データ送信装置と同じであり、相違点は、図２のＰＭＴ作成手段２００における、
ビデオデータのストリーム情報の作成部分のみである。
【０１２３】
前述の第１の実施形態による放送データ送信装置では、１つのビデオデータに２Ｄシーン
と３Ｄシーンが混在している例を説明したが、本実施形態の放送データ送信装置では、２
Ｄシーンのみで構成されるビデオデータと、３Ｄシーンのみで構成されるビデオデータを
作成し、ＰＭＴ内でこれらのビデオデータの種別ごとにＰＩＤを定義する。以下の説明で
は、２Ｄシーンのみで構成されるビデオデータを２Ｄビデオデータ、３Ｄシーンのみで構
成されるビデオデータを３Ｄビデオデータとする。
【０１２４】
また、図１の多重化手段１０２において、ビデオデータとオーディオデータとデータ放送
用データとを多重化する際に、番組配列情報作成手段１０１で作成されたＰＭＴにおける
ＰＩＤの定義と対応させて、ＴＳパケットデータを作成する。
【０１２５】
次に、本実施形態の放送データ受信装置において、図２のＰＭＴ作成手段２００で作成さ
れるＰＭＴにについて詳細に説明する。本実施形態では、図５（Ａ）の記載のストリーム
情報と記述子を合わせたものをＰＩＤ定義情報とする。
まず、２ＤビデオデータのＰＩＤ定義情報について図面を用いて詳細に説明する。
【０１２６】
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図１９は、２ＤビデオデータのＰＩＤ定義情報を含むＰＭＴの構造の一例を示す図である
。
ＰＭＴ１９００はＰＩＤ定義情報１９０１を含んでおり、このＰＩＤ定義情報１９０１が
どのような種別のデータであるか示すストリームタイプと、ＰＩＤを含む構成となってい
る。ストリームタイプの定義の例として、「ＭＰＥＧ－４圧縮符号化を用いたビデオデー
タ」や、「ＭＰＥＧ－２ＡＡＣ符号化によるオーディオデータ」や、「データ放送用デー
タ」などがある。
【０１２７】
ここで、例えばＰＩＤ定義情報１９０１のストリームタイプが「ＭＰＥＧ－４圧縮符号化
を用いたビデオデータ」、ＰＩＤが「０ｘ０１」であるとすると、ＰＩＤの値が「０ｘ０
１」のデータはすべて、２Ｄシーンのみで構成されるＭＰＥＧ－４圧縮符号化を用いたビ
デオデータとなる。
【０１２８】
一方、図２０は、前述の画像多重方式が統合方式または時分割方式である場合における、
３ＤビデオデータのＰＩＤ定義情報を含むＰＭＴの構造の一例を示す図である。
【０１２９】
ＰＭＴ２０００はＰＩＤ定義情報２００１を含んでおり、このＰＩＤ定義情報２００１は
、ストリームタイプおよびＰＩＤと、このＰＩＤ定義情報が３Ｄビデオデータ用のＰＩＤ
定義情報であることを示す３Ｄ共通情報記述子２００２を含む。３Ｄ共通情報記述子２０
０２は図５（Ｂ）で示した３Ｄ共通情報記述子と同様のものであり、３Ｄ共通情報記述子
２００２に含まれる画像多重方式情報は、統合方式または時分割方式を示すものとする。
【０１３０】
ここで例えば、ＰＩＤ定義情報２００１のストリームタイプが「ＭＰＥＧ－４圧縮符号化
を用いたビデオデータ」、ＰＩＤが「０ｘ０２」と記述されているとすると、ＰＩＤの値
が「０ｘ０２」のデータはすべて、３Ｄシーンのみで構成されるＭＰＥＧ－４圧縮符号化
を用いたビデオデータとなる。
【０１３１】
上記で説明した２Ｄビデオデータに対するＰＩＤ定義情報と、３Ｄビデオデータに対する
ＰＩＤ定義情報は、同一のＰＭＴ内に格納することができる。この場合、複数のビデオデ
ータに対するＰＩＤ定義情報がＰＭＴ内で存在することになるが、３Ｄ共通情報記述子２
００２の有無により、３Ｄビデオデータに対するＰＩＤ定義情報と２Ｄビデオデータに対
するＰＩＤ定義情報の区別が可能である。
【０１３２】
つまり、ＰＩＤ定義情報内に３Ｄ共通情報記述子２００２が存在すれば、そのＰＩＤ定義
情報は３Ｄビデオデータに対応したＰＩＤ定義情報であり、またＰＩＤ定義情報内に３Ｄ
共通情報記述子２００２が存在しなければ、そのＰＩＤ定義情報は２Ｄビデオデータに対
応したＰＩＤ定義情報であると判定することができる。
【０１３３】
次に、画像多重方式情報がマルチストリーム方式を示す場合のＰＩＤ定義情報について説
明する。
【０１３４】
画像多重方式情報がマルチストリーム方式である場合、放送データ内に複数のビデオデー
タのストリームが存在する。この場合、３Ｄビデオデータを復元するために複数のビデオ
データのストリームが必要となる。よってＰＭＴ内において、３Ｄビデオデータに対する
ＰＩＤ定義情報は、放送データ受信装置が３Ｄ表示するのに必要なビデオデータのストリ
ームの数だけ必要となる。
【０１３５】
図２１は、画像多重方式情報がマルチストリーム方式を示す場合の３ＤビデオデータのＰ
ＩＤ定義情報を含むＰＭＴの構造の一例を示す図である。
ＰＭＴ２１００は、ＰＩＤ定義情報２１０１とＰＩＤ定義情報２１０２を含んでおり、こ
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のＰＩＤ定義情報２１０１は、ストリームタイプとＰＩＤ、３Ｄ共通情報記述子２１０３
を、ＰＩＤ定義情報２１０２は、ストリームタイプとＰＩＤ、３Ｄ共通情報記述子２１０
４を、それぞれ含んでいる。
【０１３６】
ここで、例えばＰＩＤ定義情報２１０１において、ストリームタイプが「ＭＰＥＧ－４圧
縮符号化を用いたビデオデータ」、ＰＩＤが「０ｘ０３」と記述されているとすると、Ｐ
ＩＤの値が「０ｘ０３」のデータはすべて３ＤシーンのＭＰＥＧ－４圧縮符号化を用いた
ビデオデータとなり、また、ＰＩＤ定義情報２１０２において、ストリームタイプが「Ｍ
ＰＥＧ－４圧縮符号化を用いたビデオデータ」、ＰＩＤが「０ｘ０４」と記述されている
とすると、ＰＩＤの値が「０ｘ０４」のデータも、すべて３Ｄシーンのみで構成されるＭ
ＰＥＧ－４圧縮符号化を用いたビデオデータとなる。
【０１３７】
３Ｄ共通情報記述子２１０３と３Ｄ共通情報記述子２１０４には、３Ｄ識別子と画像多重
方式情報等がそれぞれ含まれている。ここで、３Ｄ共通情報記述子２１０３と３Ｄ共通情
報記述子２１０４に含まれる画像多重方式情報は、両方ともマルチストリーム方式を示す
ものとする。
【０１３８】
以上のように、画像多重方式情報がマルチストリーム方式を示す場合は、３Ｄ画像を復元
するのに必要なストリームの数だけ、ＰＭＴ内でＰＩＤ定義情報が定義される。
【０１３９】
また、マルチストリーム方式のように３Ｄ画像を構成するビデオデータのＰＩＤ定義情報
が複数存在する場合、放送データ受信装置が３Ｄ画像を３Ｄ表示するためには、各ＰＩＤ
定義情報と対応するビデオデータがどの視点を示しているかを区別できるように、各ビデ
オデータがどの視点の画像であるかを示す視点位置情報が必要となる。
【０１４０】
例えば、３Ｄ共通情報記述子２１０３にはマルチストリーム方式固有の情報である付加情
報２１０５を、３Ｄ共通情報記述子２１０４には同じくマルチストリーム方式固有の情報
である付加情報２１０６を、それぞれ含むような構成にし、さらに、付加情報２１０５に
は視点位置情報２１０７を、付加情報２１０６には視点位置情報２１０８をそれぞれ含む
ような構成にする。
【０１４１】
上記のようにすると、画像多重方式がマルチストリーム方式であっても、３Ｄビデオデー
タに対するＰＩＤ定義情報を定義することができる。
【０１４２】
以上で述べたような本実施形態による放送データ送信装置が放送データを送信する際の送
信方法について、図２２のフローチャートを用いて説明する。
【０１４３】
まず、ステップＳ２２００において、放送データ送信装置に放送の開始を示す情報が入力
され、放送データ送信装置は、放送データの作成及び送信を開始する。次に、ステップＳ
２２０１において、放送データの作成に必要な、ビデオデータ、オーディオデータ、デー
タ放送用データ、制御情報などが放送データ送信装置に入力される。次に、ステップＳ２
２０２において、放送するチャンネルに３Ｄビデオデータを含むかどうかを判定する。３
Ｄビデオデータを含まない場合はステップＳ２２０４に、３Ｄビデオデータを含む場合は
ステップＳ２２０３に処理が進む。
【０１４４】
ステップＳ２２０４において、放送データ送信装置は、入力されたビデオデータ、オーデ
ィオデータ、データ放送用データ、制御情報などを用いて、２Ｄビデオデータを含む放送
データを作成し、作成したデータを送信した後、ステップＳ２２０７に処理が進む。
【０１４５】
一方、ステップＳ２２０３において、制御情報に含まれる画像多重方式情報から、画像多
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重方式がマルチストリーム方式か否かを判定する。マルチストリーム方式である場合はス
テップＳ２２０５に、そうでない場合はステップＳ２２０６に処理が進む。
【０１４６】
ステップＳ２２０５において、入力されたビデオデータ、オーディオデータ、データ放送
用データ、制御情報などを用いて、複数のストリームから構成される３Ｄビデオデータを
含む放送データを作成し、作成したデータを送信した後、ステップＳ２２０７に処理が進
む。
【０１４７】
一方、ステップＳ２２０６において、入力されたビデオデータ、オーディオデータ、デー
タ放送用データ、制御情報などを用いて、３Ｄビデオデータを含む放送データを作成し、
作成したデータを送信した後、判定Ｓ２２０７に処理が進む。
【０１４８】
ステップＳ２２０７は、放送を継続するか否かを外部の入力から判定する。例えば、放送
を終了したい場合にその旨を外部から入力する。放送を継続する場合は、ステップＳ２２
０１に戻って放送データの作成および送信を引き続き行い、そうでない場合はステップＳ
２２０８に処理が進む。ステップＳ２２０８では、放送データ送信装置は、放送データの
作成と送信を止め、放送を終了する。
【０１４９】
以上のようにして、本実施形態の放送データ送信装置は放送データを作成し、作成した放
送データを送信する。
【０１５０】
次に、第２の実施形態における放送データ受信装置について説明する。図１５を用いて説
明したように、第１の実施形態における放送データ受信装置は、３Ｄ制御手段１５０４に
おいて、３Ｄシーン時間情報と現在の時刻とを比較することにより、受信したビデオデー
タの２Ｄ表示と３Ｄ表示を切り替える例を説明したが、第２の実施形態における放送デー
タ受信装置は、分離手段１５０２が受信したビデオデータが２Ｄビデオデータであるか、
３Ｄビデオデータであるかを判定し、３Ｄビデオデータである場合には、３Ｄビデオデー
タを受信したことを示す情報を３Ｄ制御手段１５０４へ送る。
【０１５１】
つまり、番組配列情報解析手段１５０３は受信したＰＭＴを解析し、ＰＭＴに記載されて
いる２ＤビデオデータのＰＩＤと、３ＤビデオデータのＰＩＤを分離手段１５０２に送り
、分離手段１５０２はそれらのＰＩＤをもとに、受信したビデオデータが２Ｄビデオデー
タであるか、３Ｄビデオデータであるかを判定し、３Ｄビデオデータである場合には、３
Ｄビデオデータを受信したことを示す情報を３Ｄ制御手段１５０４へ送る処理を行う判定
手段を備える。
【０１５２】
また、この判定手段を３Ｄ制御手段１５０４が備えるような構成にしてもよい。例えば、
番組配列情報解析手段１５０３は受信したＰＭＴを解析し、ＰＭＴに記載されている２Ｄ
ビデオデータのＰＩＤと、３ＤビデオデータのＰＩＤを３Ｄ制御手段１５０４に送り、ま
た、分離手段１５０２は受信したビデオデータのＰＩＤを３Ｄ制御手段１５０４に送り、
３Ｄ制御手段１５０４は受け取ったＰＩＤが２Ｄビデオデータであるか、３Ｄビデオデー
タであるかを判定する。
【０１５３】
また、この判定手段を別途設けて、分離手段１５０２、番組配列情報解析手段１５０３、
３Ｄ制御手段１５０４にそれぞれ接続し、番組配列情報解析手段１５０３と分離手段１５
０２からの情報から、ビデオデータが３Ｄビデオデータであると判定した場合に、３Ｄ制
御手段１５０４に３Ｄビデオデータが入力されたこと示す情報を伝送するような構成にし
ても構わない。
【０１５４】
図２３は、受信した放送データのビデオデータのＰＩＤから、受信したビデオデータの種
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別を判定する方法のフローチャート図である。
ステップＳ２３００で、放送データ受信装置は、受信した放送データを読み込む。このと
き受信した放送データのＰＭＴが、番組配列情報解析手段１５０３に送られる。番組配列
情報解析手段１５０３では、２ＤビデオデータのＰＩＤと３ＤビデオデータのＰＩＤの情
報が解析され、それらのＰＩＤは分離手段１５０２に送られる。分離手段１５０２は、受
信した放送データに含まれるビデオデータのＰＩＤにより、受信したビデオデータの種別
が２Ｄビデオデータなのか３ＤビデオデータなのかをステップＳ２３０１で判定する。３
Ｄビデオデータであると判定された場合のみ、３Ｄ制御手段１５０４へ受信したビデオデ
ータが３Ｄビデオデータであることを示す情報を送り、放送データ受信装置は、第１の実
施形態による放送データ受信装置と同様にして３Ｄ表示を行う。
【０１５５】
以上のように、本実施形態の放送データ受信装置は、３Ｄシーン時間情報は使用せず、受
信した放送データのビデオデータのＰＩＤから、受信したビデオデータの種別を判定する
ことが可能である。
【０１５６】
次に、上記で説明した本発明における第２の実施形態による放送データ送信装置と、放送
データ受信装置を用いて、１つの番組内に２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータが混在す
る場合におけるそれぞれの装置の動作について説明する。
【０１５７】
図２４は、１つの番組内に２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータが混在する場合の放送デ
ータ送信装置と、放送データ受信装置の動作について説明するための図である。例えば、
図２４のように、横軸を時間ｔとして、２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータが混在する
１つの番組（プログラムＡとする）が放送されているとする。
【０１５８】
表１に図２４の時間ｔにおける放送データ送信装置の動作と放送データ受信装置の動作を
示す。
【０１５９】
【表１】
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【０１６０】
例えば図２４のように、プログラムＡが時間ｔ０から放送開始され、時間ｔ３に放送終了
されるとする。このプログラムＡでは、時間ｔ０から時間ｔ１までの間は２Ｄビデオデー
タ、時間ｔ１から時間ｔ２までの間は３Ｄビデオデータ、時間ｔ２から時間ｔ３までの間
は２Ｄビデオデータが放送されるものとする。
【０１６１】
放送データ送信装置は、時間ｔ０から時間ｔ１までの間と、時間ｔ２から時間ｔ３までの
間は、ビデオデータとして２Ｄビデオデータを送信し、時間ｔ１から時間ｔ２までの間は
、ビデオデータとして３Ｄビデオデータを送信する。
【０１６２】
一方、放送データ受信装置は、放送データ送信装置で送信された放送データを、時間ｔ０
'から時間ｔ３'まで受信する。ここで、時間ｔ０と時間ｔ０'、時間ｔ１と時間ｔ１'、時
間ｔ２と時間ｔ２'、時間ｔ３と時間ｔ３'は、それぞれほぼ同じ時間であり、その違いは
放送データ送信装置が放送データを送信して放送データ受信装置が受信するまでのわずか
な時間の違いでしかないものとする。
【０１６３】
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放送データ受信装置は受信したビデオデータのＰＩＤが、２ＤビデオデータのＰＩＤであ
れば２Ｄ表示を行い（時間ｔ０'から時間ｔ１'までの間、及び、時間ｔ２'から時間ｔ３'
までの間）、３ＤビデオデータのＰＩＤであれば３Ｄ表示を行う（時間ｔ１'から時間ｔ
２'までの間）。
【０１６４】
以上のように、本発明における第２の実施形態による放送データ送信装置は、２Ｄビデオ
データのＰＩＤ定義情報と、３ＤビデオデータのＰＩＤ定義情報をＰＭＴ内で別々に定義
し、それらのＰＩＤ定義情報に基づいて２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータで別のＰＩ
Ｄを持つＴＳパケットを作成することにより、１つの番組内において２Ｄビデオデータと
３Ｄビデオデータが混在した番組を放送することが出来る。
【０１６５】
また 本発明における第２の実施形態による放送データ受信装置は、受信したＰＭＴ内で
定義されたビデオデータのＰＩＤから、２ＤビデオデータのＰＩＤと３Ｄビデオデータの
ＰＩＤを取得し、受信したビデオデータのＴＳパケットのＰＩＤからビデオデータの種別
を判定することにより、１つの番組内において２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータが混
在した番組放送を受信することが出来る。
【０１６６】
またこの場合、３Ｄシーン時間情報が放送データ内に含まれていなくとも、１つの番組内
において２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータが混在した番組を視聴することが出来るた
め、それらの３Ｄシーン時間情報を省略することによって放送データ内における番組配列
情報の割合の削減が可能となる。
【０１６７】
また上記の例では、ＰＩＤを用いて放送データ受信装置が受信しているビデオデータの種
別が２Ｄビデオデータなのか、３Ｄビデオデータなのかを判定する方法について説明した
が、この場合でも、３Ｄシーン時間情報が放送データ内に含まれていて構わない。
【０１６８】
さらに、この場合、３Ｄシーン時間情報は、ＰＭＴ内の３Ｄ共通情報に含まれていても、
ＥＩＴ内の３Ｄ固有情報に含まれていても構わない。
【０１６９】
また、受信したビデオデータの種別を判定する際、受信したビデオデータのＰＩＤから判
定する結果と、３Ｄシーン時間情報から判定する結果が異なる場合は、どちらか一方の情
報を優先して用いてもよい。どちらの情報を優先して使うかは、予め端末に設定しておい
てもよいし、途中でユーザが端末を操作して変更してもよい。
【０１７０】
また、本実施形態の放送データ送信装置では、２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータで別
々のＰＩＤを定義しているが、それに加えて、２Ｄビデオデータから３Ｄビデオデータへ
、もしくは、３Ｄビデオデータから２Ｄビデオデータへ切り替わる時刻を示すビデオ切り
替え時刻情報を、ＴＳパケットのヘッダ部、ＰＥＳパケットのヘッダ部、ビデオデータの
ヘッダ部などに挿入してもよい。
【０１７１】
また、放送データ受信装置は、ＰＩＤにより受信したが２Ｄビデオデータであるか３Ｄビ
デオデータであるかを区別し、かつ、ビデオ切り替え時刻情報により、ビデオデータの種
別が切り替わる時刻を知ることが出来、事前に切り替えの準備を行うことが出来る。例え
ば、放送データ受信装置が、２Ｄビデオデータを受信している際に、受信中の２Ｄビデオ
データのＴＳパケットにビデオ切り替え時刻情報があった場合、次にビデオデータの種別
が３Ｄビデオデータに切り替わる時刻を予め知ることが出来るため、観察者にビデオデー
タの種別が切り替わるまでの時間を通知することが出来る。
【０１７２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、３Ｄ画像を表示するために使用される３Ｄ画像制
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御情報を繰り返し送信することで、コンテンツの途中から受信した場合でも、適切に立体
表示を行うことができるという有利な効果が得られる。
また、本発明によれば、頻繁に更新されない３Ｄ画像制御情報である３Ｄ共通情報を、番
組配列情報を構成する記述子のうち、頻繁に更新されない記述子に格納することで、画像
制御処理の簡素化を行うことができるという有利な効果が得られる。
【０１７３】
また、本発明によれば、チャンネル毎に異なる番組配列情報毎に、３Ｄ画像制御情報を格
納するので、チャンネル毎に異なる３Ｄ画像の設定ができるという有利な効果が得られる
。
【０１７４】
また、本発明によれば、頻繁に更新される３Ｄ画像制御情報である３Ｄ固有情報を、番組
配列情報を構成する記述子のうち、頻繁に更新される記述子に格納することで、コンテン
ツ毎に３Ｄ画像の制御パラメータを変更することができるという有利な効果が得られる。
【０１７５】
また、本発明によれば、３Ｄ固有情報に３Ｄシーン時間情報を格納することで、３Ｄコン
テンツ中の任意のシーンだけを３Ｄ表示するように指定できるという有利な効果が得られ
る。
【０１７６】
また、本発明によれば、３Ｄ固有情報に３Ｄシーン時間情報を格納することで、番組表中
に３Ｄビデオデータの時間帯を表示することが可能となるという有利な効果が得られる。
【０１７７】
また、本発明によれば、２ＤビデオデータのＰＩＤと、３ＤビデオデータのＰＩＤをそれ
ぞれＰＭＴ内で定義し、そのＰＩＤを用いて、受信したビデオデータの種別を判定するこ
とにより、１つの番組内において２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータが混在した番組を
放送することができるという有利な効果が得られる。
【０１７８】
また 本発明によれば、受信したＰＭＴから、２ＤビデオデータのＰＩＤと３Ｄビデオデ
ータのＰＩＤを取得し、受信したビデオデータのＴＳパケットのＰＩＤから受信したビデ
オデータの種別を判定することにより、１つの番組内において２Ｄビデオデータと３Ｄビ
デオデータが混在した番組放送を受信することができるという有利な効果が得られる。
【０１７９】
また、本発明によれば、ビデオデータのＴＳパケットのＰＩＤによりビデオデータの種別
を判定するので、３Ｄシーン時間情報が放送データ内に含まれていなくとも、１つの番組
内において２Ｄビデオデータと３Ｄビデオデータが混在した番組を視聴することができ、
また、３Ｄシーン時間情報を省略することによって放送データ内における番組配列情報の
割合の削減が可能となるという有利な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態における放送データ送信装置を示すブロック図である。
【図２】番組配列情報作成手段を示すブロック図である。
【図３】ＰＭＴ作成手段の動作を示すフローチャートである。
【図４】３Ｄ共通情報記述子の作成方法を示すフローチャートである。
【図５】ＰＭＴと３Ｄ共有情報記述子の構成を示す概念図である。
【図６】３Ｄシーン時間情報を示す概念図である。
【図７】ＥＩＴ作成手段の動作を示すフローチャートである。
【図８】３Ｄ固有情報記述子の作成方法を示すフローチャートである。
【図９】ＥＩＴと３Ｄ固有情報記述子の構成を示す概念図である。
【図１０】ＤＩＩの構成の一例を示す図である。
【図１１】本実施形態における放送データ送信方法を示す概念図である。
【図１２】デジタル放送の放送データ送信方法を示す概念図である。
【図１３】３Ｄ画像の一例を示す概念図である。
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【図１４】画像多重方式を示す概念図である。
【図１５】本発明の第１の実施形態における放送データ受信装置を示すブロック図である
。
【図１６】飛び出し量調整の原理を説明するための図である。
【図１７】飛び出し量調整時の画像形式の変化を説明するための図である。
【図１８】飛び出し量調整時の表示方法を説明するための図である。
【図１９】２ＤビデオデータのＰＩＤ定義情報を含むＰＭＴの構造の一例を示す図である
。
【図２０】画像多重方式情報がマルチストリーム方式でない場合の３ＤビデオデータのＰ
ＩＤ定義情報を含むＰＭＴの構造の一例を示す図である。
【図２１】画像多重方式情報がマルチストリーム方式である場合の３ＤビデオデータのＰ
ＩＤ定義情報を含むＰＭＴの構造の一例を示す図である。
【図２２】本発明の第２の実施形態の放送データ送信装置の送信動作のフローチャート図
である。
【図２３】受信した放送データのビデオデータのＰＩＤから、受信したビデオデータの種
別を判定する方法のフローチャート図である。
【図２４】１つの番組内で２Ｄシーンと３Ｄシーンが混在する場合の放送データ送信装置
と放送データ受信装置の動作について説明するための図である。
【図２５】フィールドシーケンシャル方式の表示方式を説明するための図である。
【図２６】パララクスバリア方式の表示方式を説明するための図である。
【符号の説明】
１００　　　　　　　放送データ送信装置
１０１　　　　　　　番組配列情報作成手段
１０２　　　　　　　多重化手段
１０３　　　　　　　伝送路符号化手段
２００　　　　　　　ＰＭＴ作成手段
２０１　　　　　　　ＥＩＴ作成手段
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